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──周作クラブ会報──

お
知
ら
せ

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

	

〈
遠
藤
周
作
の
生
涯
と
文
学
⑫

	

～
病
床
体
験
」〉

日　

時　

１
月
５
日
、
２
月
２
日
、

�
�
�
�

３
月
１
日
（
土
）

�
�
�
�

３
時
20
分
～
４
時
50
分

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

�
�
�
�

（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

講　

師　

山
根
道
公

受
講
料　

１
回
２
千
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

風
編
集
部

　
　
　
　

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

内　

容　

今
回
は
、
結
核
再
発
に
よ
る
病
床

体
験
を
実
際
に
近
い
形
で
正
面
に
据

え
て
描
い
た
小
説
『
満
潮
の
時
刻
』

お
よ
び
関
連
エ
ッ
セ
イ
を
取
り
あ
げ
、

「
人
生
と
人
間
を
視
る
眼
」
が
変
わ
っ

た
と
い
う
病
床
体
験
の
意
味
を
考
え

て
ゆ
き
ま
す
。

◆
兼
子
盾
夫
著
『
遠
藤
秀
作
の
世
界
』

　
　

著
者
は
当
会
の
会
員
で
横
浜
女
子
短
大

教
授
。
遠
藤
文
学
を
キ
リ
ス
ト
教
的
な
象

徴
と
暗
喩
を
通
し
、
色
彩
論
と
し
て
見
る

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
論
考
。
加
賀
乙
彦
会

長
も
推
奨
の
、
新
視
点
に
よ
る
最
新
の
遠

藤
文
学
を
論
じ
た
好
書
。

　

教
文
館
刊
。
１
５
０
０
円
＋
税
。

◆
高
橋
千
剱
破
著
『
名
山
の
分
化
史
』

　

三
年
前
に
出
版
さ
れ
た『
名
山
の
日
本
史
』

に
続
く
第
二
弾
。北
は
青
森
の
恐
山
か
ら
、

西
は
九
州
の
英
彦
山
、
九
重
山
、
祖
母
山

ま
で
３
０
山
を
収
録
、
失
わ
れ
た
名
山
の

歴
史
と
文
化
に
加
え
、
著
者
自
身
の
登
山

経
験
も
語
る
。

　

河
出
書
房
新
社
刊　

２
５
０
０
円
＋
税

◆
世
界
Ｐ
Ｅ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
お
知
ら
せ

　
　

来
年
（
２
０
０
８
年
）
の
２
月
22
日
か

ら
25
日
ま
で
の
４
日
間
、
東
京
新
宿
の
ス

ペ
ー
ス
ゼ
ロ
で
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催

の
「
世
界
Ｐ
Ｅ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
災
害
と
文
化
」、

４
日
間
に
わ
た
り
、昼
の
部
と
夜
の
部
で
、

講
演
や
朗
読
劇
、
映
画
、
音
楽
界
な
ど
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　

日
本
側
の
出
演
者
は
、
大
江
健
三
郎
、

井
上
ひ
さ
し
、
立
松
和
平
、
高
田
宏
、
出

久
根
達
郎
、
俵
万
智
ほ
か
。
海
外
か
ら
の

文
学
者
も
出
演
し
、
台
湾
や
イ
ラ
ン
の
名

画
の
上
映
、
新
井
満
と
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

の
有
名
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
歌
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
。
全
部
で
９

つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
各
入
場
料
は

１
０
０
０
円
。
今
年
の
12
月
１
日
か
ら
チ

ケ
ッ
ト
予
約
開
始
。

◎
問
い
合
せ
は
12
月
１
日
以
降
、
日
本

�

ペ
ン
ク
ラ
ブ（
０
３・５
６
１
４・５
３
９
１
）へ
。

◆
訃
報　

周
作
ク
ラ
ブ
会
員

　

益
田　

弦(

ゆ
づ
る)

さ
ん

　
　

本
年
7
月
８
日
、
病
気
の
た
め
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
益
田
さ
ん
は
千
葉
県
に
転

居
さ
れ
て
か
ら
周
作
ク
ラ
ブ
に
入
会
、
家

庭
で
も
大
好
き
な
遠
藤
先
生
の
話
題
が
多

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
か
ら
の
お
便
り

　

森
脇
朱
美
さ
ん
（
北
九
州
市
）
よ
り

　
　

周
作
ク
ラ
ブ
の
名
簿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。と
て
も
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
名
簿
を
見
た
時
に
、
近
く
に
周
作

ク
ラ
ブ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
な
ぁ

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
、
私
の

通
っ
て
い
る
教
会
に
お
ら
れ
る
方
の
お
名

前
と
同
じ
だ
と
気
付
き
、
電
話
を
し
た
と

こ
ろ
、ご
当
人
と
判
り
ま
し
た
。
い
つ
か
、

ゆ
っ
く
り
お
話
が
出
来
た
ら
い
い
な
ぁ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
編
集
後
記

▼
前
号
の
こ
の
欄
で
、
久
し
振
り
に
谷
田
昌
平
さ

ん
に
お
目
に
掛
か
っ
た
話
を
書
き
ま
し
た
が
、
そ

の
後
８
月
18
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

お
会
い
し
た
と
き
、
奥
様
に
支
え
ら
れ
ハ
イ
ヤ
ー

で
来
ら
れ
た
谷
田
さ
ん
は
、
久
し
振
り
に
湯
河
原

に
出
か
け
た
宇
宙
棋
院
の
一
人
一
人
と
、
固
い
握

手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
奥
様
の
お
話
し
で
は
、
ほ

と
ん
ど
寝
た
き
り
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
日
急
に

お
元
気
を
取
り
戻
し
、
ど
う
し
て
も
皆
に
会
い
に

行
く
と
い
わ
れ
て
出
掛
け
て
来
た
の
だ
そ
う
で
す
。

「
皆
さ
ん
に
お
別
れ
を
い
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
」
と
、ご
葬
儀
の
席
で
奥
様
が
述
懐
さ
れ
ま
し
た
。

▼
谷
田
さ
ん
は
大
正
12
年
徳
島
生
ま
れ
。
京
都
大

学
文
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和
25
年
ご
ろ
か
ら
「
三

田
文
学
」
や
「
近
代
文
学
」
に
堀
辰
雄
論
や
椎

名
麟
三
・
原
民
喜
論
等
を
初
め
、
昭
和
の
文
学
や

詩
に
つ
い
て
論
評
を
発
表
、
昭
和
29
年
に
新
潮
社

に
入
社
し
ま
し
た
。
以
後
「
新
潮
」
の
編
集
長
を

つ
と
め
る
な
ど
名
編
集
者
と
し
て
知
ら
れ
、
遠
藤

周
作
に
『
沈
黙
』
を
書
か
せ
た
こ
と
は
有
名
で
す
。

著
書
に
『
回
想
戦
後
の
文
学
』
や
『
濹
東
の
堀
辰

雄
』
な
ど
が
あ
り
、
宇
宙
棋
院
の
初
代
会
長
も
つ

と
め
ま
し
た
。
ち
な
み
に
遠
藤
先
生
は
名
誉
会
長

で
し
た
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
29
号

�

２
０
０
７
年
11
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
編　
　

集　

岡
田
厚
美
、
黒
澤
政
子
、
近
藤
恭
弘
、

�

　
　
　
　
　

矢
内
一
正

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

�

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
１
１-

７
９
３
９

●
次
回
の
会
報
発
行
は
２
月
の
予
定
で
す
。

◆
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
せ
ん
か
。

年
会
費
（
９
月
～
翌
年
８
月
）
は
た
っ�

た
の
３
千
円
、
な
ん
と
月
額
２
５
０
円
で

す
。
年
４
回
、
遠
藤
文
学
に
関
す
る
様
々

な
情
報
が
載
る
こ
の
会
報
が
送
ら
れ
る
ほ

か
、
会
が
主
催
す
る
勉
強
会
や
パ
ー

テ
ィ
ー
、
遠
藤
文
学
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅

行
会
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
若
い
人
も
大
歓
迎

で
す
。
ま
た
会
員
の
方
も
、
ど
う
ぞ
ご
家
族

や
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
下
記

の
加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下
さ
れ
ば
、
折

返
し
会
費
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。


